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基
肄
城
跡
は
、
来
年
の
２
０
１
５

年
︵
平
成
27
年
︶
を
も
っ
て
、
築
造

１
３
５
０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
根

拠
と
な
る
資
料
が
、
実
は
日
本
の
古

代
に
編
さ
ん
さ
れ
た
歴
史
書
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
通
称
六り
っ

国こ
く

史し

と
呼
ば

れ
、﹃
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

﹄﹃
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

﹄
な

ど
６
つ
の
歴
史
書
か
ら
構
成
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
、﹃
日
本
書
紀
﹄
に
基

肄
城
築
造
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。基

肄
城
築
造
の
経
緯
は
、
今
か
ら

１
３
８
３
年
前
の
西
暦
６
３
１
年
ま

で
遡
り
ま
す
。
時
代
は
飛
鳥
時
代
、

当
時
の
東
ア
ジ
ア
世
界
で
は
、
強
大

な
国
力
を
有
す
る
唐
帝
国
や
韓
半
島

に
あ
る
高こ
う

句く

麗り

、
百
済

く

だ

ら

、
新
羅

し

ら

ぎ

の
三

国
に
よ
る
領
土
争
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
﹃
日
本
書
紀
﹄
に
は
、

後
に
白
村
江
の
戦
い
に
日
本
を
導
く

こ
と
に
な
る
二
人
の
人
物
の
記
事
が

あ

り

ま

す
。

一

つ

は
、
舒じ
ょ

明め
い

三
︵
６

３

１
︶
年

三

月

﹁百
済
王
義
慈

入
王
子
豊
章

為
質
。

﹂
百
済

王

義ぎ

慈じ

の

王

子

と

し

て

日

本

に

人

質

的

扱

い

で

や

っ

て

来

た

余よ

豊ほ
う

璋し
ょ
う、

白

村

江

の

戦

い

で

百

済
復
興
軍
最
後
の
王
と
な
る
人
物
で

す
。
そ
し
て
も
う
一
人
、
後
に
統
一

新
羅
の
基
礎
を
築
く
新
羅
王
武ぶ

烈れ
つ

と

な
る
人
物
金き
む

春
ち
ゅ
ん

秋ち
ゅ

が
大
化
三
︵
６

４
７
︶
年
七
月
に
や
っ
て
来
ま
す
。

こ
の
二
人
に
よ
っ
て
、
天
智
二
︵
６

６
３
︶
年
八
月
の
白
村
江
の
戦
い
へ

の
道
を
歩
み
始
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。大

化
三
年
に
や
っ
て
来
た
金
春
秋

は
、
対
話
能
力
に
長
け
た
人
物
と
し

て
﹃
日
本
書
紀
﹄
は
伝
え
ま
す
。
新

羅
の
内
乱
を
治
め
、
す
ぐ
さ
ま
日
本

に
や
っ
て
来
た
金
春
秋
の
目
的
は
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知

る
手
掛
か
り
は
、
韓
半
島
に
お
け
る

新
羅
の
勢
力
図
が
物
語
っ
て
い
ま
す
。

当
時
の
新
羅
は
、
隣
国
百
済
と
高
句

麗
か
ら
攻
め
込
ま
れ
、
存
亡
の
危
機

に
瀕
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
新
羅
を

立
て
直
す
策
と
し
て
、
金
春
秋
は
唐

と
の
連
合
を
画
策
し
ま
す
。
と
同
時

に
、
新
羅
の
背
後
に
あ
る
日
本
︵
当

時
は
、
倭
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
︶
の

懐か
い

柔
じ
ゅ
う

策さ
く

な
い
し
は
叩
く
策
を
巡
ら

せ
た
の
で
す
。
﹃
三
国
史
記

新
羅

し

ら

ぎ

本ほ
ん

紀ぎ

﹄
は
伝
え
ま
す
。
真し
ん

徳と
く

王お
う

二
︵
６

４
８
︶
年
、
唐
の
皇
帝
太た
い

宗そ
う

に
謁え

っ

見け
ん

し
た
金
春
秋
は
、
新
羅
の
国
情
を
訴

え
、
唐
と
の
連
合
の
約
束
を
取
り
付

け
ま
す
。
前
年
に
倭
国
に
い
た
金
春

秋
は
、
翌
年
に
は
唐
の
皇
帝
に
謁
見

す
る
と
い
う
当
時
の
旅
程
で
は
考
え

ら
れ
な
い
素
早
さ
で
事
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
倭
の
国
情
と
百
済
王
子
余

豊
璋
を
介
し
た
倭
と
百
済
の
結
び
つ

き
を
知
っ
た
上
で
、
唐
太
宗
へ
の
謁

見
を
謀
っ
た
の
で
す
。

こ
う
し
て
、
新
羅
と
唐
、
倭
と
百

済
の
連
合
軍
が
形
づ
く
ら
れ
、
天て
ん

智ち

二
︵
６
６
３
︶
年
八
月
、
運
命
の
時

を
む
か
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

韓
半
島
中
央
部
西
海
岸
の
白は
く

江こ
う

が
、

白は
く

村す
き

江の
え

の
戦
い
の
地
で
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
時
は
旧
暦
の
三

月
︵
現
在
の
四
月
︶
、
前
将
軍
上か
み

毛つ
け

氏し

、

中
将
軍
巨こ

勢せ

氏
、
後
将
軍
阿あ

倍べ

氏
ら

総
勢
２
７
，
０
０
０
人
の
倭
軍
が
百

済
復
興
の
た
め
韓
半
島
へ
向
か
っ
た

の
で
す
。
戦
い
は
八
月
二
十
八
日
、

そ
の
様
子
を
、﹃
唐と
う

書じ
ょ

劉
り
ゅ
う

仁じ
ん

軌き

伝で
ん

﹄

は
、﹁煙

炎
張
天
、
海
水
皆
赤

︵
焼
け

る
船
の
煙
が
天
空
を
覆
い
、
海
水
は

兵
士
の
血
と
炎
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ

た
︶
。
﹂
と
記
し
て
い
ま
す
。

敗
走
し
た
倭
は
、
唐
と
新
羅
の
連

合
軍
が
、
す
ぐ
さ
ま
攻
め
込
ん
で
く

る
と
い
う
恐
怖
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
倭
は
、
天
智
三
︵
６

６
４
︶
年
、﹁対

馬
嶋
、壱
岐
嶋
、筑
紫

国
等
、置
防
與
烽
、又
筑
紫
築
大
堤
貯

水
。
名
曰
水
城

。

︵
対
馬
、
壱
岐
、
筑

紫
の
国
に
防さ
き

人も
り

と
烽
す
す
み

を
置
き
、
ま
た

筑
紫
に
大お
お

堤
つ
つ
み

を
築
き
て
水
を
貯
え

る
。
名
付
け
て
水
城
と
い
う
。
︶
﹂
さ

ら
に
、
翌
年
の
天
智
四
︵
６
６
５
︶

年
に
﹁遣

達
率
憶
禮
福
留

、
達
率
四

比
福
夫
於
筑
紫
国

、
築
大
野
及
椽
二

城
。

︵
達だ

ち

率そ
ち

憶お
く

禮ら
い

福ふ
く

留る

、
達
率
四し

比ひ

福ふ
く

夫ぶ

を
筑
紫
国
へ
遣つ
か

わ
し
、
大
野
お
よ

び
椽
の
二
城
を
築
か
せ
る
。
︶
﹂
と
﹃
日

本
書
紀
﹄
は
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
記
さ
れ
て
い
る
﹁
椽
﹂
こ
そ
、
我

が
基
山
町
に
あ
る
﹁
椽
城
﹂
、
そ
し
て

﹃
続
日
本
紀
﹄
文も
ん

武む

二
︵
６
９
８
︶
年

五
月
条
に
記
さ
れ
る
﹁令

大
宰
府
繕

治
大
野
、
基
肄
、
鞠 く
く智

ち

三
城

︵
大
宰
府
、

大
野
・
基
肄
・
鞠
智
三
城
を
修
治
す
︶
﹂

と
あ
る
基
肄
城
な
の
で
す
。

今
、
基き

山ざ
ん

山
頂
に
あ
る
特
別
史
跡

の
碑
に
｢
基
肄
︵
椽
︶
城
跡
｣
と
記
さ

れ
て
い
る
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
②

基
肄
城
築
造
の
記
録

︱
基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
の
証
︱

東アジア世界の勢力図【飛鳥時代】


